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ライフスタイルセンシングと遠隔医療モデルによる地域包括ケア DX 

概要: 

本展示では、家庭の電力データを用いたライフスタイルセンシング（LSS）と、病院やクリニックを中心とした遠隔医療モデル（オンライン診療・相

談、（将来的には移動診療車・薬薬連携））の統合事例を紹介します。これにより、住民の生活リズムや体調変化を早期に把握し、へき地や過疎地域で

も安定した医療提供が可能になる。また、LSS とライフスタイルサポーター（住民、看護師など）による地域支援を組み合わせることで、医療費抑制・

健康寿命延伸・地域の持続可能性を実現する新しい「地域包括ケア DX」の未来像を提示する。 

 

製品/サービス概要 

ライフスタイルセンシング（LSS） 

• 電力センサ等を用いて、住民の日常生活リズムを非接触・非侵襲で常時センシング。 

• データは 1 分単位で収集され、生活・活動・食事などライフスタイルの微細な変化を可視化。 

アプリ：ienowa およびライフスタイル ME＋ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 生活変化や体調リスクを早期に把握し、医療・介護・地域支援へつなげる仕組みを提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

遠隔医療モデル 

 

（MBTL E-Clinic） 参考ファイル）MBTL_telemedicine_v1 

• オンライン診療・移動診療車・薬薬連携を組み合わせ、医療資源の乏しい地域にもきめ細かな診療体制を実現。 

• 国内では、那須赤十字病院での検討例など触れ、高齢化率 50％前後の地域における移動困難な患者への安定した医療提供について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後 

医療に加え、介護システムとの統合を進め、地域包括ケア DX の基盤の形成を目指す。 

 

特性 

• 医療費抑制・住民ウェルビーイング向上・地域持続性強化を同時に実現。 

• 病院を地域ハブとして「治す医療」から「支えるまち」へのシフトを可能にする 

• ライフスタイルセンシングによる、安心して暮らせる未来を提供 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品写真 

1. 電力センサ設置写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ライフスタイルセンシング映像 

https://www.youtube.com/watch?v=CT_7ku3MVOc 

 

 

 


